
【
平
成
18
年
11
月
】

ラ
ー
ル
市
の
菊
ま
つ
り
開
催
10
周

年
を
記
念
し
、
笠
間
稲
荷
神
社
の

菊
人
形
と
花
を
展
示
。
交
流
が
始

ま
る
。

【
平
成
20
年
11
月
】

ミ
ュ
ラ
ー
市
長
な
ど
5
名
が
笠
間

の
菊
ま
つ
り
を
視
察
。

【
平
成
21
年
10
月
】

笠
間
稲
荷
神
社
の
塙
宮
司
や
山
口

市
長
な
ど
が
ラ
ー
ル
市
を
表
敬
訪

問
。
笠
間
市
の
児
童
の
絵
画
を
展

示
し
、
絵
画
交
流
が
開
始
。

【
平
成
25
年
8
月
】 

ラ
ー
ル
市
の
園
芸
課
長
が
笠
間

稲
荷
神
社
で
、
菊
の
千
輪
咲
き
、

菊
人
形
作
り
の
技
術
研
修
を
受

け
る
。

【
平
成
27
年
11
月
】

ミ
ュ
ラ
ー
市
長
以
下
9
名

　

平
成
30
年
5
月
13
日
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
ラ
ー
ル
市
内
に
あ
る
州
庭
園
で
行
わ

れ
て
い
る
日
本
Ｄ
ａ
ｙ
に
あ
わ
せ
て
、
笠
間
市
と

ラ
ー
ル
市
の
友
好
都
市
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ラ
ー
ル
市
は
、ド
イ
ツ
国
内
で
唯
一
「
菊
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
本
最
古
の
菊
ま
つ
り
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
笠
間
稲
荷
神
社
と
の
縁
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
19
年
か
ら
笠
間
市
と
の

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
29
年
7
月
、
ラ
ー
ル
市
の
ミ
ュ

ラ
ー
市
長
か
ら
「
州
庭
園
シ
ョ
ー
」
の
招
待
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、

更
な
る
繁
栄
に
向
け
て
、
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
総
領
事

の
立
会
い
の
も
と
、
友
好
都
市
協
定
の
締
結
に
至

り
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
お
よ
そ
9
千
km
。
空
路
約
11
時
間
で
欧

州
屈
指
の
大
空
港
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
マ

イ
ン
国
際
空
港
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
北
緯
50
度

3
分
に
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
サ
ハ
リ
ン
の
中

央
部
と
同
じ
緯
度
に
な
り
、
平
均
気
温
は
笠
間
市

と
比
較
す
る
と
10
度
前
後
も
低
い
と
こ
ろ
で
す
。

友
好
都
市
協
定
の
締
結

中
世
の
風
薫
る
街

ラ
ー
ル
市
を
訪
ね
る

こ
れ
ま
で
の
交
流

更
な
る
繁
栄
と
永
遠
の
友
好
を
誓
う

ラール市で行われた締結式
クラッシック音楽の演奏で歓迎

在ミュンヘン総領事の
あいさつ

特 集

新
た
な
歴
史
の
1
頁
と
し
て
刻
ま
れ
、

友
好
は
永
遠
に
続
く
こ
と
に
な
る
。

（山口市長）

日本

笠間市

菊まつりが縁 友好都市協定締結

笠間の菊まつり

交流のしるしとして、ドイツに
渡り釉薬の研究をした陶芸作家 
井
いのうえ

上 英
ひ で き

基さんの作品を贈呈。

平成30年　広報かさま6月号（No.147） 2



　

友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
た
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
ラ
ー
ル
市
は
、
こ
こ
か
ら
南
に

約
2
2
0
km
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ー
ル
市
出
迎
え
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
ア
ウ

ト
バ
ー
ン
を
走
り
ま
す
。
幸
か
不
幸
か
、
こ
の
日

は
晴
天
。
外
に
い
る
と
き
は
湿
度
が
低
い
の
で
、

か
ら
っ
と
し
て
い
て
す
ご
し
や
す
い
気
候
で
す
が
、

移
動
の
バ
ス
は
エ
ア
コ
ン
が
故
障
し
て
い
て
、
車

内
は
蒸
し
暑
さ
と
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
程
遠
い
渋
滞
の
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　

予
定
よ
り
遅
れ
て
ラ
ー
ル
市
に
到
着
す
る
と
、

ド
イ
ツ
流
の
歓
迎
で
、「
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
」
の

お
も
て
な
し
。
続
い
て
市
内
各
所
を
案
内
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ラ
ー
ル
市
は
、
人
口
4
万
4
千
人
で
笠
間
市
の

お
よ
そ
6
割
。
沿
道
に
は
人
が
あ
ふ
れ
、
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
街
並
み
は
欧
州
ら
し
く
古

い
城
壁
と
旧
市
街
を
活
か
し
つ
つ
、
中
心
地
に
は

商
業
施
設
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
並
び
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
は

歩
道
を
優
先
し
た
造
り
で
幅
広
く
、
そ
の
構
造
は

石
畳
み
で
あ
り
、
日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
欧
州

の
街
並
み
。
沿
道
の
カ
フ
ェ
に
は
、
テ
ー
ブ
ル
と

イ
ス
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

街
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
お
よ
そ
8
0
0
年
前
に
建

て
ら
れ
た
中
心
地
に
あ
る
古
い
城
郭
。
そ
の
て
っ

ぺ
ん
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
巣
を
作
っ
て
い
ま
す
。

昔
、
こ
の
街
は
二
重
の
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
て
、

そ
の
跡
が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
歩

い
て
い
る
と
、
東
京
方
面
の
有
名
な
テ
ー
マ
パ
ー

ク
に
い
る
錯
覚
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

ラ
ー
ル
市
は
そ
ん
な
中
世
の
薫
り
を
色
濃
く
残

し
た
素
敵
な
街
で
す
。

が
笠
間
の
菊
ま
つ
り
、
流
鏑
馬
を

見
学
。

【
平
成
28
年
10
月
】

塙
宮
司
を
始
め
5
名
が
ラ
ー
ル
市

を
表
敬
訪
問
し
、菊
ま
つ
り
を
視
察
。

【
平
成
29
年
7
月
】 

ミ
ュ
ラ
ー
市
長
か
ら
ラ
ー
ル
市「
州

庭
園
シ
ョ
ー
」の
招
待
を
受
け
る
。

【
平
成
29
年
10
月
】

ラ
ー
ル
市
の
園
芸
課
長
、 

菊
職
人

な
ど
3
名
が
笠
間
市
を
表
敬
訪

問
。
州
庭
園
シ
ョ
ー
の
日
本
庭
園

の
企
画
説
明
と
友
好
都
市
協
定
に

向
け
て
の
協
議
を
行
う
。

【
平
成
30
年
5
月
】

友
好
都
市
協
定
を
締
結

武者に扮する
ミュラー市長

両市の旗を掲げて歓迎してくれました

美しい街並みが広がる
ラール市の中心市街地

締結式の調整を行っていただいた
ラール市職員の方々

笠間市の児童から送られた絵が
展示されています

友
好
な
関
係
を
築
い
て
、

民
間
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（ミュラー市長）

ドイツ

ラール市

菊まつりが縁

ラールの菊まつり

ラール市
　ドイツ南部に位置し、人口4万4千人
の中世の城壁に囲まれた都市。
　ドイツで唯一菊祭りを開催しており、
国内外から約30万人の客が訪れる。 （Lahr）

特 集 更なる繁栄と永遠の友好を誓う

平成30年　広報かさま6月号（No.147）3



　

平
成
28
年
に
は
山
口
市
長
が
ラ
ー
ル
市
か
ら

招
待
を
受
け
訪
独
し
、
ラ
ー
ル
市
の
菊
大
使
に

就
任
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
開
会
式
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
の
自
治
体
か
ら
も
首
長
な

ど
が
出
席
し
て
い
て
、
国
際
色
豊
か
で
し
た
。

　

菊
ま
つ
り
の
会
場
に
は
、
観
覧
車
が
設
置
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が

集
ま
り
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
菊
ま
つ

り
に
関
す
る
商
品
開
発
お
よ
び
販
売
を
行
い
、

収
益
を
上
げ
る
な
ど
商
業
的
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
参
画
意
識
も
非
常
に
高
く
、

市
民
全
体
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
意
識

を
感
じ
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
、
ラ
ー
ル
市
の
ミ
ュ
ラ
ー
市
長
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
日
本
と
ド
イ
ツ
の
境
遇
、

そ
の
後
の
繁
栄
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
両
市
の
友
好
と
民
間
交
流
の
拡
大
に
期
待
し

ま
し
た
。

　

山
口
市
長
は
、
ラ
ー
ル
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
は
笠
間
市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
に
な
り
ま
す
と
返
し
、
ミ
ュ
ラ
ー
市
長

の
言
わ
れ
た
民
間
交
流
拡
大
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
旨
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
現
地
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
取
材

に
現
れ
、
ラ
ー
ル
市
側
の
期
待
と
注
目
度
は
、

大
き
な
も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ラ
ー
ル
市
を
参
考
に
し
て
、
お
し
ゃ

れ
で
素
敵
な
街
、
欧
州
ド
イ
ツ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
加
え
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

菊
ま
つ
り
を
始
め
る
前
ま
で
は
観
光
資
源
が

乏
し
か
っ
た
ラ
ー
ル
市
。

　

現
在
は
、
菊
ま
つ
り
を
軸
に
し
た
観
光
施
策

に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
国
内
外
か
ら
観
光
地
と
し

て
知
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
最
古
の
菊
の
祭
典
で
あ
る
笠
間
の
菊
ま

つ
り
は
、
厚
物
の
三
本
立
て
や
千
輪
仕
立
て
な

ど
仕
立
て
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ラ
ー
ル
市

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
物
や
構
造
物
を
活
用
し
、

花
の
飾
り
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笠
間
の
菊
人
形
と
は
違
っ
た
人
形
展

示
も
童
話
の
世
界
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
よ
う

な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ド
イ
ツ 

ラ
ー
ル
の
菊
ま
つ
り

締
結
式
を
終
え
て
。

街のシンボルである城郭のほか、凱旋門？
クジャク？のような飾り付けがされていま
す。また、菊のビールなどもラール市が商
品開発しています。

写真右／右から、石松副議長、門前通り商店街
の沼田理事長、笠間市商工会の飯村会長、山口
市長、笠間観光協会の本間会長
写真左／笠間市国際交流協会の木村専務理事

（笠間稲荷神社塙宮司代理）。
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赤穂市

笠間市が結んでいる
姉妹都市・友好都市

　

姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
と
は
、
親
善
や
文
化
交
流
を
目
的
に
特
別
な
関

係
を
結
ん
だ
都
市
の
こ
と
で
す
。

　

笠
間
市
で
は
、
友
好
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
民
間

の
交
流
の
活
性
化
を
推
進
し
て
、
両
市
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
右
の
よ
う
な
交
流
を
図
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
間
で
同
種
の
団
体
と
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
な
ど
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合気道の開祖、植芝盛平翁は、田辺市で生
まれ、遠軽町で開拓のかたわら合気道の基
礎を確立、綾部市で合気道の真髄を悟り、
笠間市で合気の道を究め「合気神社」を建立
しました。その関わりから平成13年5月、
友好都市の盟約を結び、綾部市が加わった
ことで平成20年2月23日に改めて友好都市
宣言書を取り交わしました。

赤穂市は兵庫県の西南端、岡山県との県境にあり、市の
ほぼ中央を名水百選に選ばれた千種川が流れています。
また、南は播磨灘に面し、海岸線は瀬戸内海国立公園の
一角を占めています。赤穂浪士の討ち入りで知られる浅
野氏は、赤穂転封の前は笠間の藩主でした。その縁から、
昭和55年11月7日、姉妹都市の盟約が結ばれました。

田辺市（和歌山県）、 遠軽町（北海道）
綾部市（京都府）

赤穂市（兵庫県）

友好
都市

矢板市は高原山の南麓に広がり、
レンゲツツジの群生で有名な八
方ヶ原を擁する市です。鎌倉時
代に笠間城を築き上げた笠間時
朝と、当時矢板城主であった、
塩谷朝業が親子であったことが
縁で、昭和55年7月23日、姉
妹都市の盟約が結ばれました。

矢板市（栃木県）姉妹
都市

姉妹
都市

笠間市と赤穂市のボーイスカウトによる交歓キャンプ

矢板市
姉妹
都市 これまでの交流

笠間市と矢板市の子ども会による訪問交歓活動

笠間市文化連盟による
文化交流書道展

栃木県 矢板市

京都府 綾部市

和歌山県 田辺市

北海道 遠軽町

兵庫県 赤穂市

茨城県笠間市

特 集 更なる繁栄と永遠の友好を誓う
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